





























































































































































































































































































































































































































































































































































　しかし、テクスト全体を異化する読みができた学習者は 22 名中 2名だった。このことは、
学習者にまかせた自然な読みではテクスト全体を異化する読みは生まれにくく、支援が必要
であることを示唆している。
　今回の実践でテクスト全体を異化する読みが生まれにくかったことについては、第 5時の
活動が「おにたに手紙を書く」であったことも一つの要因として考えられる。単元の半分以
上の時間をおにたに同化してリライトした学習者にすれば、悲しい結末を迎えたおにたを励
まそうとする手紙が多くなるのも当然のことであろう。また、このテクスト自体が読者の関
心をおにたに向けるように仕組まれていることも、一因として考えられる。
　今回の実践では、テクスト全体を異化する思考を促す学習課題に、さらに工夫を加える余
地があったと考えられる。おにたへの手紙という形式ではなく、自分の立場からこの物語を
どう捉えたかという内容を後書きにすれば、もう少し多くの学習者が物語全体を異化するこ
とができたかもしれない。「おにたに手紙を書く」という言語活動を行うのであれば、テク
スト全体を俯瞰することができるような書き出しの例を示すなどの際の手引きを与えるとい
う支援も考えられる。また、手紙を書いた後に全体で交流し、物語全体を異化する読みを行っ
た学習者の手紙に触れる場を設ければ、新たな視点が入り、もう一度自分の手紙に向き合う
機会になったと思われる。
　一方、2名とはいえ、おにたと女の子が互いを理解し合えていないことに着目できた学習
者がいたことは、この段階の子どもが物語全体を異化する読みを行える可能性をもっている
ことを示唆している。登場人物相互の関係を捉えた上で、こうした視点から全体を評価する
ことを促す学習課題や支援を行うことが必要である。
4　おわりに
　本稿では、中学年の読みの発達段階をふまえて計画、実践した「おにたのぼうし」の学習
指導について述べた。
　「おにたのぼうし」の学習指導において、言語活動として一人称リライトを取り入れた。
学習者におにたに同化しつつ、女の子にも同化させたり、おにたと女の子がお互いに分かり
合えていない状況を理解させたりするために、最適な言語活動だと考えたからだ。結果的に、
学習者は複数の登場人物の視点に立ち、互いを異化して眺めて記述することができていた。
リライトは、登場人物に同化したり、その人物の立場から別の登場人物を異化したりする読
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みを促すことに、有効に機能したと言える。
　また、物語全体を眺める読みが生まれることを期待して、単元の最後に後書きとしておに
たへの手紙を書く活動を取り入れた。しかし、学習者にまかせた自然な読みでは、物語全体
を眺める読みは生まれにくい。登場人物相互の関係を捉えた上で、こうした視点から全体を
評価することを促す学習課題や支援を行うことが必要である。　　　
　本稿では、同化と異化の読みの双方を経験しながら、そこでの読みを生かして再度物語全
体を意味づけられるようになることを 4年生の発達段階ととらえ、実践とその分析を報告し
た。こうした読みは、たとえば「ごんぎつね」を学習する際にも必要であると考えられる。
こうした読みを意図的に取り入れた学習経験をくり返す中で習得していく必要があろう。こ
のような読みの発達をふまえて学習内容の系統性や橋座の配列については、まだ十分に考察
できていない。今後の課題としたい。
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